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研究成果の概要： 
 本研究では、欧米、西・南アジア、東南アジア各地域の専門研究者による研究会を開催し、

宗教、歴史、文学、芸術の側面から、イスラーム側からの自己表象のみならず、非イスラーム

側からイスラームがどのように表象されたかについて、歴史的な視点とともに同時代的な視点

も踏まえて、分析をおこなった。その成果は東京外国語大学の『総合文化研究』などの媒体を

通じて各研究者の個別の研究として発表されている。以下、研究会の概要を示す。 
 2006 年度は、第 1 回で研究計画のうちあわせをおこなったのち、第 2 回では、「イスラーム

と非イスラームのインターフェース」、「西・南アジアのイスラーム表象」、「東南アジアのイス

ラーム表象」の 3 テーマにしたがって中央アジア、西欧、南アジア、東南アジアについての 6
件の報告をおこなった。2007 年 1 月にはマレーシア・ブルネイにおいてイスラーム社会にお

けるイスラーム認識の調査をおこない、第 3 回の研究会で報告した。 
 2007 年度は、第 1 回ではインドネシアにおけるインド起源の舞踊劇の成立と、ジャカルタ

下層社会におけるイスラーム文化表象についての報告、第 2 回ではインドネシア人研究者によ

るアチェにおけるイスラーム写本の意義についての報告があった。 
 2008 年度は、第 1 回はアメリカ合衆国のムスリム文化表象、第 2 回はタイ南部のムスリム

少数民族社会における共生の問題、第 3 回はインドネシア人作家を招いてのインドネシア文学

におけるイスラーム表象の日本文学・ラテンアメリカ文学との比較的検討、第 4 回は戦前アメ

リカ社会におけるフィリピン・ムスリムの表象についての報告があった。 
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１． 研究開始当初の背景 
 
 20 世紀以降の世界は近代西洋に起源をも
つ価値体系が地球規模的で拡散・浸透する時
代である。一方、このようなグローバリゼー
ションの潮流に対抗する地球規模的な潮流
の一つとしてイスラーム復興運動があるが、
イスラームについてはステレオタイプな理
解がいまだ一般的であり、実態に即したバラ
ンスの取れた多角的な視点が必要とされて
いる。東京外国語大学を中核とする研究者ネ
ットワークは多様な地域を研究する専門家
を擁しているおり、このような課題に対応で
きる条件を備えている。 
 
 
２． 研究の目的 
 
 多様な地域と時代におけるイスラームの
文化表象を、各国語の文学その他の文献資
料・映像資料・造形資料を読み解きつつ、イ
スラーム社会の内側と外側から、宗教と文化
を軸とした多角的な視点で分析することに
よって、21 世紀の世界を見通すための建設的
視座を提供する。 
 
３． 研究の方法 
 
 イスラームと関わる多様な地域の専門家
による地域別の 6班と地域横断のイスラーム
表象文化の班の計 7 班を組織し、研究会・国
際セミナーを開催し、イスラームにかかわる
多様な文化表象について検討し、意見・情報
を交換した。 
 
 
４．研究成果 
 
1）イスラームという、21 世紀の世界におい
てもっとも重要となるであろう文化的動態
の一つであるイスラームを実態に即して公
平に認識する枠組みを構築した。 
2）文化表象をめぐる比較的・歴史的な分析
と議論を深める中から、文化表象一般に関す
る新しい理論への道を開拓した。 
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